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名古屋大学教育学部附属
 中・高等学校の概要

平成１２年度より

 
併設型中高一貫校となる

生徒数

 
中学校

 
各学年２クラス

 
３学年

 
６クラス

 
２４０名

高等学校

 
各学年３クラス

 
３学年

 
９クラス

 
３６０名

合計

 
１５クラス

 
６００名

教員数

 
校長１名

 
教員

 
３８名

完成教育を重視する中等教育

男女共学

名古屋大学キャンパス内

生徒の自由な学び

個性の伸張

小規模校
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□「心身発達の差異の大きい生徒を対象としてい
 ることに伴う課題」「生徒の人間関係の固定化に対
 する対応」について

Ⅰ

 
併設型中高一貫校の課題と実践

１．併設型中高一貫校の課題
附属中学からの内進生と高校からの入学生との融合課題

※内進生になじめず等

 

中高一貫教育検証アンケートより

２．本校の生徒融合のカリキュラム
融合カリキュラムの実施
総合人間科
ＳＬＰⅡの実施
総合人間科では、附属中学生が

 

研究方法について高校からの入学者にア
ドバイス

３．入学以前からの仲間作り
新入学生の事前説明会で、高校１年生に融合プログラムを実施。入学以前から融合

 
のための取り組みを行う。
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４．中高一貫・異年齢集団をつくる取り組み
（本校の取り組みを中心に）

学校行事
学校祭でのチーム作り
体育祭で中学生と高校生の混合チームを作って対戦
生き方チーム

 
中１

 
と

 
高３

環境チーム

 
中２

 
と

 
高１

平和チーム

 
中３

 
と

 
高２

生徒会の活動

 
三者フォーラム、三者協議会

部活動の取り組み

 
水泳部、卓球部、美術部、ブラスバ
ンド部等における中高合同での部活動

中高合同朝礼の実施

総合人間科

 
高校３年生が

 
中学１年生の総合人間科に参加

高校生が中学生に「生き方」を語る
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体育祭で中学生と高校生が助け合う
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三者協議会で中学生と高校生が話し合い

校舎改修についての話し合い
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総合人間科の授業
 高校３年生が中学１年生に進路を語る
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総合人間科の授業
 高校３年生が中学１年生に進路を語る
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中高一貫校のメリットとデメリット
 中高一貫教育検証アンケートより

メリット
６年間の発達成長を見通すことができる

系統的な指導ができる

異年齢交流ができる

上級生になるほど下級生の面倒をよく見る 等

デメリット
人間関係の修復が困難な場合もある

「なかだるみ」 等
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Ⅱ
 

「教職員の負担への対応策」

１．多忙化の背景

保護者の教育要求の高まり

きめ細かい指導が求められている

スクール・コンプライアンス

ミスの許されない環境

 

安全安心な学校作り

社会的要求

学校評価

 

自己評価・外部評価の実施

人員（事務職員）の削減

生徒層の変化

生徒の変化に対応した多様な指導

異年齢集団に配慮したカリキュラム作り

中高における幅広い知識が必要 そこからくる負担
※中高一貫教育検証アンケートより
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２．対応として考えられること

省力化 仕事の再編
ＩＴ化 仕事の効率化
人員の配置（加配）
予算増額 ※中高一貫教育検証アンケートより

保護者の協力（本校の場合）
学校行事等に積極的に参加
生徒の企画に講師として参加
バザー等の実施運営
親父の会による安全パトロール
ＰＴＡ研修会の運営
三者協議会の運営に参加
広報活動の推進
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ＰＴＡと創る学校行事

ＰＴＡの広報活動
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ＰＴＡ主催の研修会
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